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Confidential

5Gがもたらすもの=>デジタルトランスフォーメーション(DX)

• 生活スタイルの変化
• 社会課題の解決

• 人口減少/労働力不足
• 自動車から移動プラットフォームへ
• 地方創生、活性化

• 革新的事業活動

モバイル技術が社会を変える
「人」から、「人とモノ」へ

総務省作成【イメージムービー】Connect future ～5Gでつながる世界～

https://www.youtube.com/watch?v=ArRWXopUHAQ
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韓国

• 大規模イベント

• AR/VR

• 固定ワイヤレスアクセス

• 画像監視、自動運転車

• 実用型ドローン

日本

• 3Dホログラム

• AIエージェント

• URLLC 

• 電波有効活用

• MR/VR活用感覚的アナ
リティクス

• 3Dスマートスタジアム

• 実用型ドローン

北米

• 固定ワイヤレスアクセス

• AR/VR

• クラウド型ゲーム

• 企業向けや自動車関連

• 娯楽

• 健康関連

• 追跡システム

• 貿易

南米

• 固定ワイヤレスアクセス
（FWA）

中国

• エリア、帯域拡大

• 車、ドローン

• 固定ワイヤレスアクセス

• VR

ヨーロッパ

• AR/VR (eスポーツなど)

• ツーリズム4.0, 旅客船

• ドローン

• スマートパーキング

• ビデオアナリティクス

• 支援型救急車

• 協調ロボット

• 遠隔医療

• つながるクルマ（V2X）

• アクセス制御、物流

• 遠隔制御クレーン

• FWA

中東

• スマートシティ

• FWA

• ゲーム

• ビデオアナリティクス

• 追跡システム

• AR/MR

世界における初期段階でフォーカスされているユースケース例
それぞれのユースケースに対して異なるフォーカスと優先度
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ビジネスフォーカスや優先度を進化させる5G

MBBの進化 MBBからの拡大 トランスフォーメーション
適応業界へのフォーカス

MBBの先へ拡大
FWA、AR/VR やゲーム

新たな市場を創造MBB 高速、

広帯域
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5Gフル活用によるビジネスのための戦略的ステップ
技術的およびビジネスモデル構築へのチャレンジ
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産業分野：Industry and verticals

産業分野への展開

（異なるプロセス、関係者、
エコシステムであり、今後
5Gユースケースで展開され
る事業分野）
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各分野での市場規模予測

新しいデジタル・サービス・プロバイダー市場
は十分な収益拡大を提供

出典：ベル研究所コンサルティング、マッキンゼー・アンド・カンパニーの分析

工場

生産現場

都市

物流、輸送

ヘルスケア
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1210

930
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560
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悲観的な予測
楽観的な予測

160

850

公共

• 国防

• 政府系事業

• 公共安全

• スマートシティ

運輸

• 空港

• 高速道路

• 鉄道/地下鉄

エネルギーおよび資源

• 石油、ガス

• 掘削

• 電力事業

• 水資源

• ゴミ処理

大規模企業

• 金融サービス

• 自動車

• ヘルスケア

• 小売り

• 製造、物流

（10億ドル）
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人口減少（少子化、若者の流出） 高齢化社会 災害対策・防災減災

上記により派生する問題

✓空き家、荒廃地の増加

✓交通弱者問題

✓行政サービスのコスト削減

✓有害鳥獣駆除、森林、農水産業の担い手不足

✓高齢者の移動負担

✓ IOTノウハウ、IT人材不足

など
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港湾

船舶から陸地への
広帯域接続

ビデオ監視

遠隔制御

IoT

自動化運搬車
(AGV)

港湾従業者向け
データ、音声サービス

道路環境管理
物資遺跡

自動化埠頭クレーン
(物資管理機能付帯）

立ち入り禁止区域内における
正確な物資遺跡、従業者監督

遠隔制御の自動化施設

信号機制御

AR/VRを活用した運用

熟練者によるアシスト

低遅延ビデオ装置

ドローンによる監視

ターミナル業務の最適化

• 年間コンテナ取扱量は1,800万

• 数万台のトラックが毎日、港湾お
よび周辺道路を行き交う

• 自動運転車、無人航空機（公共、
自営、サービス）

2025年までの課題

• 船舶、船舶労働者、トラック、港湾管
理者で帯域の共有

• 排ガス測定
• 貨物管理: リアルタイムな据置場所情報、
温度、湿度

10万個以上のセンサーが接続
• 最適化された交通、業務フロー

• 就業環境、安全性の改善（陸上海上と
もに）

• 有害物排出制御機能の向上
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https://www.youtube.com/watch?v=s3QwozUFDFg


製造
目標

•製造プロセスの改善‐スマートセンサーによる情報収集、ビデオ解析、ARの活用

•生産ライン再構築時の短期間、低コスト化（従来のケーブル再設置に比較して）

•自動化されたワイヤレスロボットの実現（中央制御によるより効率的で協調稼働が可能なロボット）

https://www.5g-acia.org
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https://www.nokia.com/about-us/news/releases/2017/10/18/nokia-partners-with-bosch-connected-devices-and-solutions-for-industrial-iot/


監視・見守り

•画像解析、状況監視

•集団認知

•ドローン見守り、監視

•複数画像装置コントロール

•山林、海上安全管理システム

•警報システム

•現場緊急隊員/消防士向けウエ

アラブル装置（生命監視装置、
センサー）

•農産物、水産物の盗難防止

• 画像データベース
• 画像処理
• 処理済画像 緊急車両や現場救急隊員へ

の配信

多地点、ポール設置型、
遠隔制御カメラ

ウエラブルまたは車載カメラ

半自動/リモート制御ドローン
搭載カメラ
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仮想現実（AR）
2-4  ユースケース紹介

ゲーム

状況認知性情報配信

空間体感ビデオ

複数人体感可能な
複合現実（MR）

ゲームに留まらず、多くの利活用
の可能性（AR、VR、MR）

インストラクション、情報共有、広
告、簡易な質問対応などに利用可能



Telia社(北欧)の例 – “将来に備える”

TELIA社のユースケース

•テリア(フィンランド)社とフィナビア社
は2018年12月3日に5G制御ロボットを
導入

•ロボットは、ノキアのmmWaveネット
ワークで接続され、ヘルシンキ空港T2

ターミナルのシェンゲン協定外エリア
で稼働

•自動化ロボットがサービス業務を実行
することで搭乗客や空港職員がどのよ
うに反応するか、交流するかを見るこ
とを目的とする

https://www.teliacompany.com/en/news/news-articles/2018/telia-and-finaviabring-5g-robot-to-helsinki-airport

我々は、「今はまだ分かっていな
い将来に必要となる全てのユース
ケース」を実現するためには、5G

ネットワークを構築する必要があ
る、ということを理解した上で、
5Gに取り組んでいる。

Janne Koistinen
Director, 5G program, Telia Finland
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https://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201911/20191113_11004.html

✓2019年11月12日に仙台市沿岸地域においてドローンの実証実験を実施

✓地域BWAの周波数を利用しプライベートLTEを仙台市沿岸地域に構築

✓プライベートLTE上でドローンを飛行

✓遠隔、高画質による想定遭難者の確認に成功

✓遠隔による既定の津波避難広報に成功

✓遠隔によるリアルタイムの津波避難広報に成功
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仙台市でのドローンによる津波避難広報実証実験



❑技術課題： 屋外利用の容認、NSAの際LTEの周波数の準備

LTE・5G間で免許保持者が異なる場合の責任分界点の明確化、

端末ビジネスの広がり

❑運用課題： 簡単な手続き、気軽な5Gの利用促進が可能か

❑人材、ノウハウ不足： as a service modelによって導入のハードルを下げられる可能性

3.  導入課題と要望






